
 

 

 

 

 

入学、進級おめでとうございます。 
令和７年度の教育活動がいよいよ始まります。４月８日（火）の入学

式では 188名の新１年生が入学し、全校あわせて 550 名となり岩松中学
校がスタートします。 
 本年度の学校教育目標は、昨年同様『い・わ・ま・つ』 
「いつでも自分から動く子」  「わたしもあなたも大事にする子」 
「学びを楽しみ、表現する子」 「つながりながら成長する子」 
を掲げ、目指す生徒像の育成に向け、教職員一同、一致団結して指導に邁
進してまいります。 
 また、今年度の重点目標を「ともに チャレンジ」としました。「チャレンジ」には 人は夢や目標
をもつことで成長することができる。学習、部活動、行事等など短期的な目標や長期的な目標を設定
し、その実現に向けチャレンジする生徒の成長に寄り添い、授業改善等を進めてまいります。 
 「ともに」には、周囲の仲間から認められている、信頼されていると感じることで、集団の中で自分
の力を発揮することをねらいとします。そして、一人一人の生徒のよさを、教師や仲間が認めていくこ
とで、生徒の自己肯定感、自己効力感、自己有用感を高めていきたいという思いが込められています。  
伝統的に地域と密着した教育活動が展開できる本校の特色を生かしつつ、「地域と共にある学校」づ
くりを進めてまいります。今後とも、本校の教育に対し、温かいご支援とご協力をよろしくお願いしま
す。 

 

   

 

 

 

 

かりがね 
富士市立岩松中学校 

令和７年４月 15 日 学校だより 

学校教育目標「いつでも自分から動く子」「わたしもあなたも大事にする子」「学びを楽しみ、表現する子」「つながりながら成長する子」 

新
入
生
誓
い
の
言
葉 

 
 

 

春
の
香
り
と
と
も
に
、
私
達
は
、
こ
の
岩
松
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
入
学
式
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

無
事
に
こ
の
日
を
迎
え
、
新
た
な
仲
間
や
先
生
方
と
出
会
え
た
こ
と
を
、 

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 
 

 

こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
に
向
け
て
、
私
に
は
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た 

い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

一
つ
目
は
、
感
謝
の
心
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
私
が
六
年
生
の
と
き 

の
先
生
方
が
、「
今
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら
、
全
て
の
こ 

と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
し
な
さ
い
。」 

 
 

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
動
に 

移
さ
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
を
尊
重
し
大
切
に
す
る
こ
と
で 

幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
業
に
も
集
中
し
て 

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 

二
つ
目
は
、
ど
ん
な
挑
戦
で
も
必
ず
身
に
な
る
と
い
う
事
で
す
。
不
安
な 

こ
と
で
も
、
勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
す
と
、
新
し
い
知
識
が
身
に
つ
き
、 

様
々
な
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
そ
れ
を
仲
間
と
分
か
ち
合
い
、
み
ん
な
で
一
緒
に
次
の
挑
戦
へ
と 

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
岩
松
北
小
学
校
で
は
、 

『
き
た
え
よ
う
！
や
さ
し
さ
＋
１
（
ワ
ン
）』
と
い
う
目
標
の
達
成
を
目
指 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た
『
＋
（
プ
ラ
ス
）
１
（
ワ
ン
）』
を
意
識
し
て
生 

活
し
て
き
ま
し
た
。
岩
松
中
学
校
の
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
い
・
わ
・
ま
・ 

つ
」
の
中
に
「
わ
た
し
も
あ
な
た
も
大
事
に
す
る
子
」
と
い
う
項
目
が
あ
る 

と
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
目
標
を
特
に
意
識
し
て
生
活
し
て
い 

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
新
し
い
教
科
、
委
員
会
活
動
や
部
活
動
な
ど
、
環
境 

の
変
化
に
戸
惑
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き 

に
は
、
仲
間
と
協
力
し
助
け
合
い
、
こ
え
て
い
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
そ
れ 

が
難
し
い
と
き
に
は
、
先
生
方
や
先
輩
方
の
お
力
添
え
の
も
と
、
一
生
懸
命 

進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達
で
す
が
、
時
に
や
さ
し
く
、
時 

に
厳
し
く
、
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
達
が
こ 

の
学
校
に
通
え
る
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
に 

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
を
全
力
で
楽
し
み
、
仲
間
と
支
え
合
い
、
高 

め
合
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

令
和
七
年
四
月
八
日 

 

新
入
生
代
表 

 



新年度が始まるにあたり、本校からのお知らせとお願い 

【留守番電話対応について】 

 ○教職員の業務改善の一環として留守番電話を導入しております。原則、午後６時 00分 から翌日午前

７時 00 分まで、留守番電話対応とさせていただきます。また、長期休業中の平日は、午後４時 30分か

ら翌日午前８時 00 分までとさせていただきます。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 ※なお、午後 6時 00 分よりも前に留守番電話になる場合もありますのでご承知おきください。 

【携帯電話について】 

〇学校からの連絡に３つの携帯電話番号を「掛け」専用で使っています。これは保護者の皆様に通話料

金が発生しないようにしているためと学校の電話料金を抑えるためです。ご登録がお済でない場合は、

以下の３つの番号のご登録をお願いいたします。 

 

岩松中学校携帯①：「       」   岩松中学校携帯②：「                」 

岩松中学校携帯③：「             」  

 

返信等、ご連絡がある場合には、固定電話（61-0931）にお掛けください。また、生徒がご家庭や保護者

様にお迎え等の連絡が必要な場合には、この携帯電話が利用できます。 

【欠席連絡の変更について】  

〇欠席等の連絡に関しては、マチコミに入力していただく方法を基本としていますが、発熱や咳の症状

がある場合などは、保護者の皆様と電話で直接お話をして、お子様の様子を確認したいと考えています。

その場合にはお手数ですが、電話（61-0931）に連絡をお願いいたします。 

 

コミュニティスクール二年目です。 
学校運営協議会（コミュニティー・スクール）の二年目

が始まります。６月 17日（火）に、岩松中学校の学校運

営協議会の第一回会議が行われる予定です。１回目は、学

校の様子を見ていただきながら、学年の状況を学年主任

等から伝えようと計画しています。10 人の委員さんは、

みなさん岩松中に縁のある方々です。   

家庭・地域・学校が一緒に課題解決に向けて、話合いを

進めていきたいと思います。内容等は、今後、各だよりを

ご覧ください。 

 

 

ふれあい協力員への登録をお願いいたします 
至急、お願いしたい場面は、 

① 林間学校の見守り    → ５月 26日（月）、27日（火）のいつでも、可能なお時間、  

短時間で構いません。ハイキングに同行、炊飯活動の見守り等 

どのような場面でも大丈夫です。 

 

②  1年生校外活動の見守り → 26日(月)に一緒に歩いてくださる方、岩本山に来てくださ  

         って見守りをしてくださる方等、可能なお時間や場面でのご 

協力で大丈夫です。可能な範囲で、ほんの少しの時間でも大 

丈夫です。お子様の様子を参観しながらのお気持ちで是非、 

ご登録いただけるとありがたいです。（61－0931岩松中） 
 

 

コミュニティー・スクールとは… 学校運営協

議会を設置している学校の事を言います。学校運営協議会

とは、「地方教育行政の組織および運営に関する法律 47 条

の６」の規定により、学校に置くように努めなくてはいけ

ない機関であり、保護者や地域のみなさんが一定の権限と

責任を持って学校運営に参画する仕組みです。子供たちを

取り巻く環境は「複雑化」「多様化」しています。子供た

ちや地域の輝く未来を作るためには、「学校」「家庭」「地

域」が一体となって取り組む必要があります。そのため、

今後は学校だけでなく、保護者や地域住民が協働して地域

性を生かした学校運営を進めるための仕組みです。 

 


